









































木、藤蔓、油など法会勤修に不可欠な品や祠堂金を奉納したり、警護役を務める。東大寺ではこれらを一括して「圓玄講」と呼ぶ。　「圓玄講」の研究は修二会の一側面を解明すると思われるが、未だ詳細にはなされていない。そこで本稿では「圓玄講」の一つで、中世から現在に至るまで達陀松明の松明木を調進してきた伊賀国名張の「一ノ井松明講」 着目したい。中世 伊賀国黒田庄・新庄の研究において当講に触れる先行研究はあるが 講そのものの解明に及ぶも ではない。さらに近世における当講の研究はないが、現在との継続の要因を考える上で近世の実態を解明することは不可欠である。そこで東大寺と現地に残る近世史料をもとに、一ノ井松明講が近世より現在にどのよう 継承されたのかについて考察する。　その前提として第一章で東大寺修二会と講の定義を行ない、第二章で






































































































































める。また松の倒木除去などの山道の整備を行う。二月十日、極楽寺境内に結界を張り、作業場を作る。翌十一日、松明山から檜一本を切 出し、 松明木を作る 明調製の行事が行われる。 木は檜を楔型 割 、ひもで縛って二十の「束」 を作り、 青竹にくくり付けたものを五荷作る。
三月十日、東大寺より僧侶を迎え、極楽寺、道観塚での法要、極楽寺における護摩法要が行われる。夕刻四時 講員は極楽寺に集合して講の会合（ 「夜待」と称す）を開き、 「振り上げ行事」による翌年「年番」決定と飲食を伴う懇親会を開く。三月十二日、東大寺に松明木を奉納する日である。講員やその他賛助の人々が極楽寺に集合 松明木を担ぎ、徒歩で笠間峠を越える。笠間から奈良公園まではバスで移動、奈良公園から行列をなして二月堂に向かう。二月堂堂内（礼堂）に松明木を搬入し、東大寺僧侶出仕、講員参列の上法要（般若心経読誦）が行われる。その後東大寺本坊において管長の挨拶を受ける。夜、二 堂横北の参籠所の指定された講の部屋 初夜松明上堂を拝観す また では講ごとに入場する局が決められてい 東大寺は松明奉納 返礼として壇供、香水、牛玉札、南天の枝 贈る。　
以上現在における一ノ井松明講の実態を述べたが、これらがどのよう


























































































が、これを明らかにする史料はない。道観長者伝説 聖玄の名前 出ること、聖玄寄進状の具体的内容や聖玄・宗性が一ノ井に深く関わることから、聖玄の寄進が松明調進と全く関係 ないこととは思えない。従っ
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て１または２であろう。もしも２であるとすれば、この寄進は単に好意的な援助ではなく、調進行事が「信仰から夫役への変化」すなわちここに公事が生まれた可能性も生じる。 しかしこのように開始の時期を始め、動機 ついても村民の純粋な信仰心であったか夫役であったかなど未だ明らかではな 。　
さてもう一人一ノ井に関わる東大寺僧が宗性〔建仁二年（一二〇二）












































薬師堂」があったことは判明 たが場所の特定 でき いない。現在矢
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が到来すること、一行の到着時刻は朝四ツ時（午前十時） 、四ツ時半（同十一時）または年により五ツ半（同九時）に、 宰領」が「人足」に松明木を運搬させて奉納していることがわかる。 「人足」の数は年によって異なるがおおよそ二十人で、松明木の量は「五荷」であり現在と変わらない。但し松明木の枚数につい は触れられていな が（ 聖玄寄進状」では一二〇〇枚「続松十二百把」 ） 、現在もほぼ同数が調進されているためその前後の枚数と思われる。　
庄屋、人足が一ノ井住民であったことに関しては第三章三の㈡で掲げ











































































































































































































































 二月堂松明代之義、 勘定所用談相済候而、 毎年銀六拾五匁ツゝ、一之井村へ被下筈相極ル、












































































































































年まで毎年ほぼ五名の名前が列記されている 表紙 人足 書かれているが現在の「年番」 一覧表 はないか 思われる。ま 『御師□年番帳』には文化十二 から明治三十九年まで一年ごとに二名の名前が記録されている。表題の「年番」は現在の「 預」また 他の役職を示すと考える。紙数の関係上詳しく取り上げることはできな 『修中日記』とこれらの史料と 間には記録が食い違う年がある。先 述べたよ




























































































』 （ 「藤堂藩重臣・功臣諸家索引」 ）によれば「柚原半左衞門」
は六百石、 「藤堂所左衞門」は高知千三百石の禄高を得ており藩中でも上級の藩士であったとみられる。　
ではこの「文箱」はどのような役割を果たしていたのだろうか。 「堂

















































 平成二十八年現在の東大寺講台帳には四十六の講社名が記載されている。それによれば活動中の講は二十九、廃講十三、不明四と、実際活動している講は以前に比べ確実 減少しているという。しかしこの台帳には「講社名・現況・活動内容」の簡単な記述があるのみで詳細な記録が管理されているとはいえない。現在 名は「台帳」に以下 ように記される（東大寺狭川普文師のご教示による） 。
　　　　
 朝参講、不動講、伊賀一ノ井講、大阪御正躰講、乙万人講、河内仲組、江州一心講、奈良百人 社、二月堂観音講、東香水講、本部講、山城松明講、檪本護摩講 岩室組、河内 日 河内永久社、河内永信社、河内仲組客坊（河内仲組の支部） 、江州観音講、城州一心講 杉鏡講、玉川一心 平等組、伏見戸帳講、山城八幡妙音講
（
（）
 堂童子、小綱、駆士を三役と呼ぶ。各々は練行衆の外縁作法 法会の会計・雑法務 湯屋の雑法務を担当する。
（
（）









 平成二十八年から三十年に亘り現地調査を行った。 松明切り出し行事、 道観塚での法要、極楽寺大護摩法要 夜待行事、松明奉納行事等の見学取材並びに松明講講員、極楽寺住職、名張市郷土資料館職員への聞き取 調査を実施した。
（
（）
 講員によれば「にんがっとはん」 （ 「二月堂さん」の転）とも呼ばれていたという。
（
（）















 参与は「下垣内」 「上の畑」 「堂の前」から五 こ 三地区以外の一ノ井賛助講員 柏原から各一名、合計七名がこれにあたる。
（
（（）





















 矢川は名張郡の西南端 位置し、黒田本 の宇陀川対岸にあたり、十世紀ごろから庄民の出作が盛んにおこなわれた。
（
（（）







 「弁曉法印院務之時、為別相伝之地、譲賜聖玄法眼了畢、」 （ 「東洋文庫所蔵塚本文書」紙背文書） 。
（
（（）
 「東大寺別当次第」 （ 『群書類従』 ）
（
（（）
 「法眼聖玄田地寄進状 鎌倉遺文 七〇五六）
（
（（）
























































 聖玄は重源の流れをくむ弁暁を師としている。 先に挙げた宝治三年三月の聖玄「寄進状」にある東大寺浄土堂は鎌倉時代初期に重源によって再建されたもので、浄土堂への寄進の条 は重源上人と弁暁の名がみられる。また「寄進状」の書かれた時期 重源の死後勧進聖の活動と浄土教の普及を担っていた燈油聖の活動が本庄・新庄において認められる。
（
（（）



































 「局支配図」とは三月十二日の局の使用指定図であるが、 「局支配図」の近年数年分を見ると、一ノ井松明講の局は常に南出仕口脇で、当時も変わらなかったと思われる（東大寺小綱職堀池春彰氏のご教示による） 。
（
（（）
 平成二十三年平岡昇修 使用「加供帳」 。
（
（0）














村せこ口村長屋村一ノ井村柏原村長坂村ながき村かみや村布生村」の対立であった。正保三年（一六四六） 、 同四年再三 わたり西嶌八兵衛らに訴状が出されている（ 『宗国史』「封彊志」 ） 。
（
（（）













□の字が不鮮明で、 「御師宿」または「御師留」 「御師當」とも読めるが、そ 意味は検討を要する。
（
（（）



























 無足人は高虎の越前戒厳終了後伊賀藩に命じて設置された農兵制度である。彼らは農兵であり平時 農事に従い、 配下の者を抱えて時に応じて武力となる。 「藪廻無足人分布表」（久保文武『伊賀無足人 研究』 、一九九八年所収）によれば黒田には近隣の地区よりも格段に無足人が多い。無足人は姓を持ち帯刀を許されるなど一般の農民とは異なる。よって『修中日記』の宰領役を担う可能性が考えられる。
（
（（）
 「法度二一か条」 （慶長十三年、一六〇八） 、 定条々一三か条」 （慶長十四年、一六〇九） 、 「百姓成立仕置令」 （延宝五年、一六七七） 、 「定」 （延宝九 、一六八一）等。
〔付記〕　
本稿を執筆するにあたり貴重な史料をご教示頂いた東大寺管長狭川普文師、前上院院主平
岡昇修師、東大寺三役堀池春彰氏、また現地取材にご助力を頂いた一ノ井松明講講長清水重達氏他松明講講員の皆様、極楽寺前住職泉孝明師、現住職中川拓真師そして名張市役所の山口浩司 に心からの感謝を申し上げたい。T
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A
bstract ］
InN
igatsudoatT
odaijiT
em
ple“Shunie”ispracticedfrom

thefirsttothefourteenthofM
archeveryyear.T
hiseventhasbeen
continuingsinceA
.D
.（（（w
ithoutfail,andtheleadersarethem
onks
called“R
engyoshu.”A
ssistantsw
hoarenotintheleadershiproles
alsow
orktogetherinordertotakecareofvariousm
attersduringthe
event.O
ntheotherhand,peopleinthesecularw
orldalsohavetheir
rolesin
it.T
h
ey
org
an
izea“k
o”called
“E
n
g
en
-k
o,”an
d
su
p
p
ort
“Shunie”bybeinginchargeofcontributingdonationsandsecurity
serviceduringtheevent.
In
th
ep
resen
tp
ap
er,th
eau
th
ord
iscu
ssesh
ow
th
eev
en
tof
“T
aim
atsuchoshin”hasbeenpracticed,focusingon“Ichinoitaim
atsu-
ko,”w
hichisoneofthesub-ko’sof“E
ngen-ko,”inIgaP
rovince.
T
hereasonw
hyIchinoihadsom
erelationshipw
ithT
odaijiT
em
ple
w
asperhapsbecausetheirlandw
asapartoftheT
odaijiT
em
ple
estate.T
hisisprovenby“ H
ogen Shogen D
enchi-kishinjo–(A
.D
.（（（（),
aletterofdonationofthericefieldbyH
ogenShogen,apriestin
T
od
aijiT
em
p
le.H
ow
ev
er,w
ecan
n
otcon
clu
d
eth
atw
asth
e
b
eg
in
n
in
g
ofth
isev
en
tju
stfrom
th
atp
articu
larrecord
.T
h
is
Ichinoitaim
atsuofferingw
asnotconfirm
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allu
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u
tw
ecan
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essitag
ain
in
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iddleofthe
E
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henw
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89
東大寺二月堂修二会と講社
donation.T
herefore,thesenseofdutyoftheT
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rm
ationofthe
identityof“Ichinoitaim
atsu-ko.”
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